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 「学校フィールド学習」の履修登録は、ＭＩＤＳ（Maebashi Identity Support system
の略称で個々人の学びを記録し今後に活かすためのシステム）で行う。他の授業と同じ要
















項の指導を受ける。            
（７）学習支援活動 















 ２ 本学の「学校フィールド学習」担当者と役割について 
 表１に 5年間の TSと MS の担当者及び学習生の実数を示した。2007年度から 2009年度の
3 年間は川村が主担当となり、実質的な責任者を務めていた。しかし、2009 年度末で三重
大学に転出したため、その後の 2 年間（2010～2011）は本多が主担当となった。本多は、








行っている。また学習期間中には、TS が 1 週間に 1 人（ローテーション制）で笂井小学校
を訪問する注 1）。塩田は笂井小学校との連絡調整など事務的作業の全てを担当している。 
            表１ 本学のスタッフと学習生数 


















 表２に 5年間の管理職及び担当教員を示した。前述したとおり、2006年 12月に地域連携
+準備協議会が発足した。当時の校長は福田勝先生、教頭は清水正巳先生であった。そして、
2007 年 5 月 7 日（月）から「学校フィールド学習」が正式に開始された。そのことについ
て、当時の笂井小学校壁新聞『ふじだな 5 月 11 日版』（八高幸子校長編）は、次頁のよう
な記事となっている。この取り組みは、八高幸子校長によって『こざくらプラン』と命名
されたことなどが述べられている。 
校長の八髙先生には 3 年間、高橋先生には 2 年間、また教頭の清水先生には 2 年間、そ
して小池先生には 3 年間ご指導を賜った。一方、クラス担任は恩田先生に 4 年間、桒原先





2007 八髙幸子 清水正巳  遠藤弥生（６年） 恩田憲弘（５年）
2008 八髙幸子 清水正巳 山口みゆき（１年）町田充正（２年）
2009 八髙幸子 小池　務  恩田憲弘（４年） 桒原晴美（２年）  町田充正（６年）
2010 高橋美之 小池　務  恩田憲弘（６年） 小池博和（２年）
2011 高橋美之 小池　務  恩田憲弘（６年） 桒原晴美（４年）
担　　　　当　　　　教　　　　員
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大学内で行う事前指導の際の資料 
＊＊＊＊年度 学校フィールド学習 事前指導資料 
                                                                共愛学園前橋国際大学 
１ 基本の心構え 
（１）子どもたちにとっては先生である。 
        … フィールド学習中、「大人」「教師」であることを常に意識すること。 
          （以下「フィールド学習」は学校フィールド学習を指す。） 
（２）時間厳守 … ５分前行動、遅刻厳禁 
（３）守秘義務 … フィールド学習中に得た子どもや校内の情報等は永久に漏らさない。 
（４）ホウ・レン・ソウ（報告・連絡・相談） 
         … どんなに小さなことでも担当の先生にホウ・レン・ソウ 
（５）約束厳守 … 子ども、教職員との約束を守る。できない約束はしない。嘘はつかな
い。 






























 ○ 引継の時間は、放課後等の授業のない時間帯が望ましい。 
 ○ 引継内容 
  ＊フィールド学習の一日の動き  ＊子どもの様子  ＊職員室のフィールド学習生
用の机＊校内の配置  ＊「日誌」「連絡・申し送り事項の記録」の内容 等 







  ○ フィールド学習中の個人的な携帯電話、携帯メール 
○ 無断遅刻、無断欠席、無断早退（登校だけでなく、授業、行事についても同様） 
○ 暴力、喫煙 
 ○ 特定の政党・宗教の宣伝、誹謗 
 ○ 子ども、教職員、保護者との個人的な人間関係、セクハラ行為 
 ○ 必要のない貴重品、飲食物（ペットボトルを含む）の学校への持ち込み 
 ○ その他、社会人（教師）としてふさわしくない態度 
６ 身なり 
 ○ 登下校時の服装は、初日は正装が望ましいが、二日目からは準正装でよい。 
 ○ フィールド学習中はジャージ等の動きやすく汚れてもよい服装を心がける。 
 ○ 清潔感のある髪型を心がけること。茶髪は望ましくない。 
 ○ 事前訪問及び引き継ぎ時においても、服装、髪型は同様である。 
７ あいさつ・言葉づかい 
 ○ 相手（子ども・教職員）の目を見て、大きな声であいさつする。 
 ○ 子どもへの言葉づかいは、あくまでも社会人（教師）として話すこと。 
 ○ 教職員への言葉づかいは、敬語を心がける。「タメ口」は厳禁。 
８ 登校（出勤）方法 
 ○ 笂井小へは徒歩で行くこと。 
 ○ 自動車、バイク、自転車は大学の駐車場に止めること。 
９ 持ち物 
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 ＊上履き（運動靴がよい。スリッパ、サンダルは不可。） ＊筆記用具 ＊印鑑 ＊箸 
 ＊給食配膳用エプロン ＊雑巾 ＊運動靴 ＊その他笂井小から指示のあったもの 
10 その他 





    前橋市立笂井小学校（教頭先生）        ***-***-**** 







以下は 5 年間の中から抽出したものである。『学校フィールド学習Ａ』（原則 2 年次）また
は『学校フィールド学習Ｂ』（原則 3年次）の中から年度ごとに 1名を選んだ。 





    2007年度 Uさん            2008年度 Hさん 
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     2009年度 Yさん               2010年度 Sさん 
 
     
               2011年度 Iさん 









習Ａ」という）の 2 年生と『学校フィールド学習Ｂ』（以下、「学習Ｂ」という）の 3 年生





2008 年度は 2 年生と 3 年生の他に 4 年生の希望者を含む 64 名が参加した。2005 年度入
学の 4 年生は「学習Ｂ」のみを必修としたため、この年の希望者はボランティア扱いとな















いう間に 1 日が過ぎてしまった。しかし、この 5 日間でいちばん児童と触れ合えた 1 日だ
ったと思う。（以下略）」 
 2011年度は 2年生と 3年生で合計 54名の参加があった。ここでは、2年生のＩさんの初
日と最終日について示す。初日；「初日ということで緊張と不安が多く、児童と接するとい
うことより児童の動きを優先してしまった。初めての机間指導は声をかけるタイミングや































なければならないと感じた。」（2009 年 Hさん） 
「実際の子ども達は書籍に載っている通りではなく、様々な個性を持っている。A年生に
は B のような対応がいいという方法は通用せず、一人ひとりに対応した扱いや接し方を考
えなくてはいけない。」（2010 年 Oさん） 
このように、児童一人ひとりの違いについての気づき、それらの違いを踏まえた関わり
方の模索、大学での既習事項や実際の児童との関係性などが綴られている。これまでの大
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いう体験をして、そこから身につけていくものだ」と学習生自身で体験から学ぶ姿勢の大
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Ⅰ：川村  
Ⅱ：１．本多 ２．岸 ３．高橋と岸 ４．佐藤 ５．岸 ６．平岡 ７．後藤 

















とは(2).日本教育心理学会総会発表論文集 (52), 324. 
2) 藤田 敦・麻生良太(2010)教員になるために必要な資質能力の認識に関わる教育体験














校予備調査の結果分析―. 教育総合研究叢書, 1:63-93. 
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Abstract  
Learning Support Programs in Local Public Primary Schools:  
 Field Study Activities between 2007 ― 2011 
Kazuhiro KISHI, Masanao HONDA, Sayuri GOTO, Takashi SATO,       
Satsuki HIRAOKA, Kenji TAKAHASHI, Yumi KAWAMURA  
The purpose of this paper is to report on the efforts and results of five years of "field 
study activities" that the Regional Childhood Education Major: Childhood Education 
Course has offered since 2007. In Chapter 1, the history of efforts to launch the program 
is described. In Chapter 2, an analysis and discussion of specific examples of practice, 
associated staff and general procedures and cooperation during the five-years of 
school-related "field study activities" is noted. In chapter 3, we describe the conclusions 
and future related themes. 
